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• 巨大ひずみ加工や金属系3Dプリンティングに至るまで、先進プロ
セッシングを活用した高度組織制御により、超微細粒材料や高温
耐熱材料といった新材料創製を行っています。例えば、巨大ひず
み導入を利用した結晶粒微細化と時効処理の併用による高強度・
高導電性アルミ線材や、3Dプリンティング特有の温度履歴を活か
した組織制御による高強度耐熱材料の開発に取り組んでいます。
• さらに、SPring-8や J-PARCといった量子ビームを利用した、プロ
セス中に生じる相変態や組織変化のその場解析に取り組んでいま
す。

結晶粒微細化、3D 積層造形、軽量構造材料、耐熱材料、
その場解析

応用分野 航空宇宙分野、自動車分野、製造技術
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